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食
品
産
地
偽
装
に
つ
い
て

　

梅
雨
が
あ
け
猛
暑
が
続
い
て
い
る
。

　

昔
か
ら
日
本
で
は
土
用
の
丑
の
日
に
ウ

ナ
ギ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
。
暑
い
と
き

に
食
べ
る
と
精
が
つ
く
と
、
生
活
の
知
恵

と
し
て
定
着
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
ウ
ナ
ギ
を
中
心
と
す
る
食
の
話

題
が
世
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
。

　

産
地
偽
装
を
中
心
と
す
る
「
食
品
偽

装
」
事
件
の
続
発
で
あ
る
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
問
題
の
発
生
状

況
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

１
．
偽
装
発
生
状
況

　

①
ワ
カ
メ
偽
装

　

�　

１
月
、
韓
国
･
中
国
産
ワ
カ
メ
を

徳
島
県
の
業
者
が
「
鳴
門
産
」
と
偽

装
し
て
販
売
、
社
長
等
が
「
不
正
競

争
防
止
法
」
で
書
類
送
検
さ
れ
た
。

　

②
ウ
ナ
ギ
偽
装

　

�　

２
月
、
台
湾
･
中
国
産
ウ
ナ
ギ
を

静
岡
の
食
品
商
社
「
東
海
澱
粉
」
が

国
内
産
と
偽
装
し
、
元
社
員
が
「
不

正
競
争
防
止
法
」
で
逮
捕
さ
れ
た
。

③
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
偽
装

　

�　

６
月
、
大
阪
の
「
住
金
物
産
」、
鳥

取
県
の
「
友
田
セ
ー
リ
ン
グ
」
が
ロ
シ

ア
産
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
国
内
産
と
偽
装

し
て
販
売
し
た
。

　

④
「
飛
騨
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
偽
装　

　

�　

６
月
、
岐
阜
県
の
食
肉
卸
小
売
会

社
「
丸
明
」
が
他
県
産
や
等
級
の
低

い
牛
肉
を
岐
阜
の
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
「
飛

騨
牛
」
と
偽
装
し
て
販
売
、
更
に
牛

肉
の
加
工
日
を
偽
り
、
消
費
期
限
を

先
延
ば
し
し
た
。

　

⑤
ウ
ナ
ギ
偽
装

　

�　

６
月
、
愛
知
県
一
色
町
に
あ
る
一
色

う
な
ぎ
漁
業
協
同
組
合
が
、
台
湾
産

ウ
ナ
ギ
を
「
国
産
ま
た
は
一
色
産
」
と

し
て
販
売
、
愛
知
県
は
17
日
、
日
本

農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
法
に
基
づ
き
、

同
漁
協
に
改
善
を
指
導
し
た
。

　

⑥
ウ
ナ
ギ
偽
装

　

�　

６
月
、
大
阪
の
水
産
会
社
「
魚
秀
」、

大
手
水
産
会
社
「
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」
の
子
会
社
、
神
戸
の

「
新
港
魚
類
」
が
、
中
国
産
ウ
ナ
ギ
を

「
愛
知
県
三
河
一
色
産
」
と
偽
装
ブ
ラ

ン
ド
表
示
し
販
売
、
日
本
農
林
規
格

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
法
に
基
づ
く
改
善
指
示
、

詐
欺
や
不
正
競
争
防
止
法
違
反
（
虚

偽
表
示
）
に
当
た
る
疑
い
の
強
制
捜

査
を
受
け
た
。

　

�　

更
に
製
品
か
ら
使
用
禁
止
の
抗
菌

剤
及
び
そ
の
代
謝
物
が
検
出
さ
れ
た
。

　

⑦
ウ
ナ
ギ
偽
装

　

��　
７
月
、
茨
城
県
の
「
サ
ン
シ
ロ
フ
ー

ズ
」
が
中
国
産
ウ
ナ
ギ
を
高
知
県
の

「
四
万
十
川
産
」
と
偽
装
し
ネ
ッ
ト
販

売
。
茨
城
県
は
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ

Ａ
Ｓ
）
法
、
景
品
表
示
法
違
反
で
行

政
指
導
し
た
。

　

⑧
鶏
肉
偽
装

　

�　

７
月
、
東
京
都
江
戸
川
区
の
食
肉

販
売
会
社
「
山
形
屋
」
が
ブ
ラ
ジ
ル

産
鶏
肉
を
国
内「
岩
手
県
産
」と
偽
装
、

学
校
給
食
用
に
販
売
し
、「
不
正
競
争

防
止
法
」
で
書
類
送
検
さ
れ
た
。

　

以
上
、
産
地
を
は
じ
め
と
す
る
偽
装

事
件
が
こ
ん
な
に
発
生
す
る
の
か
、
特
に

ウ
ナ
ギ
に
関
し
て
多
い
の
は
、
甚
だ
疑
問

で
あ
る
。

２
．
ウ
ナ
ギ
偽
装
事
件
詳
細

　

�

①
一
色
漁
協
に
よ
る
ウ
ナ
ギ
産
地
偽

装
事
件

　

�　

養
殖
ウ
ナ
ギ
の
生
産
量
日
本
一
の
愛

知
県
一
色
町
に
あ
る
一
色
う
な
ぎ
漁
業

協
同
組
合
が
、
台
湾
か
ら
輸
入
さ
れ

た
ウ
ナ
ギ
を
「
国
産
ま
た
は
一
色
産
」

と
し
て
販
売
し
た
。

　

�　

現
行
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
は
、
ウ
ナ
ギ
は

養
殖
期
間
の
よ
り
長
い
養
殖
地
を
産

地
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

　

�　

日
本
の
ウ
ナ
ギ
業
界
の
一
部
で
は
、

成
魚
に
な
る
前
の
幼
魚
を
台
湾
へ
輸

出
し
て
台
湾
で
養
殖
し
、
日
本
で
の

養
殖
期
間
の
方
が
台
湾
よ
り
長
い
う

ち
に
逆
輸
入
し
て
、「
国
産
」
と
し
て

販
売
す
る
「
里
帰
り
ウ
ナ
ギ
」
の
手

法
が
広
ま
っ
て
い
る
。 

　

�　

同
漁
協
は
、
育
ち
の
悪
か
っ
た
、
成

魚
に
な
る
前
の
幼
魚
を
、
徳
島
県
の

ウ
ナ
ギ
卸
業
者
に
販
売
し
、
鹿
児
島
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県
の
ウ
ナ
ギ
輸
出
業
者
を
介
し
て
台

湾
の
養
殖
業
者
に
渡
し
た
。 

　

�　

だ
が
、
農
水
省
な
ど
の
追
跡
調
査

に
よ
る
と
、
一
色
産
の
幼
魚
が
台
湾
で

養
殖
さ
れ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。

　

��　

さ
ら
に
、
台
湾
か
ら
輸
入
さ
れ
た

ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
の
書
類
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
台
湾
か
ら
さ
い
た
ま
市
の
輸
入

業
者
「
山
商
水
産
」
を
通
じ
て
同
漁

協
に
逆
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど

が
台
湾
産
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

 　

�

②
「
魚
秀
」「
新
港
魚
類
」
に
よ
る
産

地
等
偽
装
事
件

　

�　

農
水
省
が
「
極
め
て
悪
質
」
と
指

摘
し
、
日
本
農
林
規
格
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）

法
に
基
づ
く
改
善
を
指
示
し
、
更
に

兵
庫
、
徳
島
両
県
警
は
、
利
益
目
的

の
悪
質
な
偽
装
表
示
と
断
定
、
詐
欺

や
不
正
競
争
防
止
法
違
反
（
虚
偽
表

示
）
に
当
た
る
疑
い
で
強
制
捜
査
を

行
っ
た
、
中
国
産
冷
凍
ウ
ナ
ギ
か
ば

焼
き
の
産
地
偽
装
事
件
。

　

�　

徳
島
市
に
実
質
的
拠
点
を
持
つ
ウ

ナ
ギ
輸
入
販
売
会
社
「
魚
秀
」
は
、

実
在
し
な
い
住
所
を
所
在
地
と
す
る

架
空
会
社
「
一
色
フ
ー
ド
」
の
ラ
ベ
ル

を
張
り
、「
愛
知
県
三
河
一
色
産
」
と

偽
装
し
た
中
国
産
を
、
神
戸
市
の
水

産
物
卸
売
会
社
「
神
港
魚
類
」
に
売

却
し
、「
神
港
魚
類
」
と
一
部
を
買
い

戻
し
た
「
魚
秀
」
が
販
売
し
た
。

　

�　
「
魚
秀
」
と
「
神
港
魚
類
」
と
の
間

の
不
透
明
な
金
の
流
れ
、
実
体
の
な
い

架
空
会
社
の
介
在
、
実
際
に
ウ
ナ
ギ

を
扱
わ
ず
虚
偽
伝
票
を
発
行
し
た
２

社
の
商
社
の
存
在
、
複
雑
な
人
物
関

係
や
巨
額
の
報
酬
受
け
渡
し
等
々
。

　

��　

こ
れ
ま
で
農
水
省
や
捜
査
本
部
の

調
べ
な
ど
を
通
じ
て
、
過
去
に
例
の
な

い
極
め
て
巧
妙
な
手
口
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。

　

�　

ウ
ナ
ギ
業
界
を
揺
る
が
し
た
ば
か

り
で
な
く
、
消
費
者
の
「
食
」
に
対

す
る
信
頼
を
大
き
く
傷
つ
け
た
事
件

と
な
っ
た
。

 　
３
．
ウ
ナ
ギ
の
輸
入
・
生
産
地

　

�　

実
際
に
国
内
で
流
通
し
て
い
る
鰻

は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
、
台
湾
産
で
あ

り
、
輸
入
品
で
あ
る
。

　

�　

平
成
19
年
の
実
績
で
は
中
国
産
が

も
っ
と
も
多
く
、
８
割
近
く
が
非
国

内
産
で
あ
る
。（
表
１
）

　
�　

国
産
の
鰻
は
流
通
量
の
う
ち
の
約

２
割
し
か
な
い
。
ま
し
て
や
、
国
産
天

然
ウ
ナ
ギ
は
0.3
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

�　

最
大
の
輸
入
国
は
中
国
で
全
消
費

量
の
62
％
を
占
め
、
次
い
で
台
湾
の

16
％
、
国
産
は
天
然
を
含
め
22
％
で

あ
る
。

　

�　

最
近
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も

量
販
店
で
も
、
魚
売
り
場
の
ウ
ナ
ギ

売
り
場
に
は
「
国
産
」
の
表
示
が
圧

倒
的
に
多
く
な
っ
た
。
そ
う
い
う
状

況
の
中
で
産
地
偽
装
が
次
々
と
表
面

化
さ
れ
た
。
本
当
に
信
用
し
て
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

　　

 

　

�　

加
工
品
に
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
改
正
に
よ

り
、
原
産
地
表
示
が
義
務
化
さ
れ
、

ウ
ナ
ギ
に
つ
い
て
も
国
産
、
中
国
産
、

な
ど
の
表
示
が
義
務
化
さ
れ
た
。
従

来
「
中
国
産
」「
台
湾
産
」
に
拘
ら
な

か
っ
た
消
費
者
が
、国
産
の
ウ
ナ
ギ
を
、

意
識
的
に
買
う
よ
う
に
な
り
、
こ
の

需
要
に
と
も
な
っ
て
、
産
地
偽
装
は
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

布
施
光
義
）
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図1　一色漁協ウナギ偽装

図2　魚秀・神港ウナギ偽装

表1　ウナギの生産地




